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要  約 
幼少期の子どもに対して母親は様々な意思決定支援を行っている。しかしこれまで我が国においては意思決定支援を




















































































検討されている。自己決定理論に基づいて Ryan & 













































園児・年少／3 歳児・年中／4 歳児・年長／5 歳児クラス）
ついて回答を求めた。 
②幼児への意思決定支援観項目(50 項目 5 件法)：川嶋・
北原・蓮見(2017)での幼稚園児の保護者に対して行った
意思決定支援についての M-GTA での分析から生成され






























②養育行動尺度(12 項目 4 件法)：大内他(2015)が自己
決定理論に基づいて作成した保護者向けの養育行動尺度
である。下位尺度として関係性支援・自律性支援・有能
感支援があり，それぞれ 4 項目から構成されていた。 






































因，VSS 基準では 2 または 3 因子，MAP 分析では 5 因
子が示唆された。それぞれの因子数を仮定して因子分析
を試みたが，因子の解釈可能性から 5 因子が妥当と判断
した。そこで 5 因子を仮定して最尤法・Promax 回転に
よる因子分析を行った。その結果、因子負荷量が 0.35 以
下の項目および複数の因子に高い因子負荷量を持つ項目，




ーンと因子間相関を表 2 に示す。なお、回転前の 5 因子
で 38 項目の全分散を説明する割合は 40.8%であった。 



































































































表 2 幼児の意思決定支援観 因子分析結果 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性
親としての願い（α=0.84)
⼦供が⾃分で選ぶと，⼦供に⾃然と「やらなきゃ」という気持ちを持たせることができる 0.711 -0.044 -0.008 0.075 -0.027 0.522
⼦供に責任感を持ってほしいので，⼦供⾃⾝に選ばせている 0.669 -0.024 -0.103 -0.064 0.043 0.523
⼦供に⾃分で選ばせているのは，⼦供にやる気を出して欲しいからだ 0.658 0.009 0.001 0.129 -0.015 0.486
⼦供のやる気を引き出すために，⼦供に選ばせている 0.647 0.124 -0.058 0.123 0.011 0.539
⼦供に選ばせるのは，選んだことに責任を持たせるためだ 0.646 0.026 0.162 -0.205 0.108 0.396
⾃分で決められる⼦にしたいので，⼦供に選ばせている 0.583 0.005 -0.205 0.01 0.091 0.546
教育⽅針として，⼦供が選ぶことが出来ること，親が選んで⽤意することを決めている 0.473 0.1 0.19 -0.076 -0.107 0.183
将来の重⼤な選択で失敗しないように，⼩さい時から選択できるようにしている 0.455 -0.097 0.184 -0.032 0.264 0.322
⼦供はもう⾃分の意思を伝えられるので，⼦供に選ばせている 0.351 0.085 -0.239 0.199 0.18 0.453
選択の制限（α=0.81)
親として⼦供の好きに決めさせられない領域がある 0.081 0.691 -0.084 -0.202 0.061 0.49
お⾦のかかる⾼価なものの選択は，⼦供に任せられない -0.084 0.588 0.038 -0.025 0.105 0.354
健康とかケガに関することは，⼦供ではなく親が決めることである 0.243 0.587 -0.077 -0.258 0.022 0.431
危険の可能性がある場合，⼦供には選ばせない 0.092 0.575 -0.113 -0.118 0.03 0.337
予定に関することは，⼦供ではなく親が決めることである -0.016 0.566 0.05 0.062 0.088 0.35
将来に係わることは，⼦供にはまだ決めさせられない 0.023 0.562 0.25 0.02 -0.113 0.485
⾼額なものは親がお⾦を出すので，⼦供の意⾒よりも親の意⾒が⼤事だ 0.107 0.491 0.216 -0.058 -0.144 0.37
⾔葉もしゃべれない⼩さい頃は，親が⼦供の全部を決めていた -0.086 0.485 0.15 0.066 0.143 0.304
⼦供は先の⾒通しが出来ないので，時間に係わることは選ばせられない -0.018 0.457 0.197 0.235 -0.185 0.44
値段の安いものならば⼦供が選んで失敗してもよい -0.034 0.407 -0.262 0.248 0.05 0.249
⾼価なものでも⼦供のものならば，⼦供が⾃分で選ぶべきだ 0.255 -0.361 0.048 0.204 0.1 0.267
⼦供が選んでよいのは，無料かもしくはとても安いものを選ぶ場合だ。 -0.07 0.353 0.311 0.234 -0.084 0.408
親への従順（α=0.78)
⼦供が嫌がったとしても，親が選んだものならば従わせるべき 0.197 -0.06 0.718 0.062 -0.108 0.516
親が選んだことに⼦供は素直に従うので，無理に⼦供に選ばせてはいない 0.079 -0.05 0.69 0.013 0.032 0.419
⼦供が⾔葉を話せるようになっても，親が⼦供のことを全部決めている 0.038 -0.123 0.687 0.182 -0.045 0.526
⾷事の内容など，親としての⽅針があるものについては⼦供に選ぶ機会は与えない 0.102 0.157 0.629 0.021 0.035 0.43
⼦供に⾃分で決めさせても，⼦供に責任感は⽣まれない -0.202 0.082 0.473 0.181 0.084 0.359
⼦供が⾃分で選んだとしても，⼦供のやる気が⾼まるわけではない -0.147 0.135 0.469 -0.018 0.162 0.269
⼦供との妥協（α=0.73)
⼦供に選ばせるのは，そうしないと機嫌が悪くなるからだ -0.043 0.007 0.105 0.712 -0.115 0.529
⼦供の選択に親が⼝出しすると，⼦供の機嫌が悪くなるので⼝出ししたくない -0.008 -0.122 0.056 0.638 0.056 0.429
親が選んだものを⼦供が嫌がるので，⼦供⾃⾝に選ばせている 0.025 -0.085 0.125 0.594 0.046 0.4
⼦供は⾃分で選べないと，⼦供のやる気がなくなる 0.329 -0.1 0.067 0.45 -0.001 0.384
⼦供は⾃分が選んだものなら，機嫌よくやる 0.318 0.152 -0.29 0.39 -0.133 0.374
親が決めた場合，失敗したら⼦供は親のせいにしてしまう -0.041 0.001 0.098 0.38 0.077 0.17
⼦供に選ばせる理由（α=0.77)
⼦供が⾃分⾃⾝で選ばない限り，⼦供は成⻑しない 0.062 0.047 0.141 -0.024 0.743 0.525
⼦供は⾃分で選ぶことで，成⻑すると思う 0.086 0.255 -0.08 -0.063 0.711 0.668
⼦供が少々危なくても，⼦供が⾃分で選んで⾏動するべき 0.042 0.011 0.121 0.054 0.59 0.346
親の⽅針があったとしても，結局は⼦供に選んでもらっている -0.028 0.015 -0.142 0.098 0.496 0.331
⼦供が楽しい気持ちで出来るように，⼦供が選べるようにしている 0.22 0.023 -0.101 0.007 0.416 0.379
因⼦間相関 Ⅱ 0.071 -0.342 0.275 0.523











表 3 幼児への意思決定支援観・養育行動・幼児の意思決定評価間の相関係数および平均値と SD 
M SD
幼児への意思決定⽀援観
Ⅰ 親としての願い .036 -.217 *** .323 *** .560 *** .360 *** .560 *** .323 *** .374 *** -.136 * .198 ** 3.43 0.56
Ⅱ 選択の制限 − .318 *** .072 .013 .076 -.126 * .232 *** -.028 -.008 .023 3.48 0.55
Ⅲ 親への従順 − .220 *** -.254 *** -.305 *** -.308 *** -.225 *** -.115 * .260 *** .106 2.63 0.66
Ⅳ ⼦供との妥協 − .207 *** -.019 .129 * -.014 .125 * .121 .345 *** 2.96 0.63
Ⅴ ⼦供に選ばせる理由 − .416 *** .573 *** .374 *** .277 *** -.128 * .060 3.68 0.60
養育⾏動尺度
Ⅵ 関係性⽀援 − .605 *** .732 *** .278 *** -.154 ** .036 3.42 0.51
Ⅶ ⾃律性⽀援 − .569 *** .344 *** -.130 * .109 3.14 0.46
Ⅷ 有能感⽀援 − .247 *** -.108 .017 3.29 0.48
幼児の意思決定評価
Ⅸ ⾃分で決める − -.149 * .429 *** 3.29 0.69
Ⅹ ⼈任せ − -.031 2.30 0.89
Ⅺ こだわる − 2.94 0.77
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Mothers’ view of decision support for children in early childhood 
 
KAWASHIMA Kentaro 1, HASUMI Motoko 2 
1Tokai Gakuin University and 2Kawamuragakuen Woman’s University 
 
Abstract 
Mothers provide a variety of decision support to young children. However, in Japan, it has not been examined 
what kind of feelings a mother has when supporting decision-making for young children. In this study,  we 
investigated the feelings of mothers in the decision-making scene of children using mothers who have children 
aged 3 to 6 years. As a result, the mother's view of decision-making support for children includes five factors: 
“Wish as a parent”, “Limitation of selection”, “Submissiveness to parents”, “Compromise with children”, and 
“Reason for choosing children”  Moreover, it was shown that the decision support view is related to the child-
rearing behavior based on the self-determination theory and the decision-making evaluation of the child by the 
mother. 
Keywords: decision support, mother, child  
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